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「
パ
ッ
シ
ン
グ
」
と
さ
れ
る
も
の
―
ア
イ
ヌ
と
民
族
的
判
読
不
能
性
を
め
ぐ
る
歴
史
的
・
理
論
的
研
究

マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

二
〇
一
六
年
、
本
研
究
が
取
り
上
げ
る

テ
ー
マ
に
関
連
す
る
興
味
深
い
研
究
成
果
が

二
つ
も
発
表
さ
れ
た
。
一
つ
は
、
植
民
地
主

義
に
由
来
す
る
近
代
の
「
血
」
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
対
す
る
批
判
的
な
検
討
を
行
い
つ

つ
、
先
住
民
族
で
あ
る
ア
イ
ヌ
の
父
系
・
母

系
の
親
族
系
統
を
規
定
す
るitokpa
や

upsorkut

を
再
考
す
る
試
み
で
あ
る
（ann-

elise lew
allen‘

Clam
oring Blood: T

he 
M

ateriality of B
elonging in M

odern 
A

inu Identity’, Critical A
sian Studies, 

11（1

）。
も
う
一
つ
は
、
首
都
圏
に
暮
ら
す

ア
イ
ヌ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
隣
接
的
共
同

性
原
理
」
と
し
て
、「
血
」
と
い
う
も
の
が

本
来
の
人
種
学
的
な
色
合
い
と
は
異
な
る

ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、
い
か
に
日
常
的
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
か
を
模
索
す
る
研
究
で
あ
る

（
関
口
由
彦
「〈
血
〉
の
連
続
性
と
は
何
か
？

現
代
の
首
都
圏
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
隣

接
的
共
同
性
原
理
を
め
ぐ
っ
て
」
斎
藤
綾

子
・
竹
沢
泰
子
編
『
人
種
神
話
を
解
体
す
る

１
―
可
視
性
の
は
ざ
ま
で
』
東
京
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
六
年
）。

な
お
、
二
〇
一
六
年
十
一
月
に
は
、
本
来

七
年
お
き
に
実
施
さ
れ
る
「
北
海
道
ア
イ
ヌ

生
活
実
態
調
査
」
が
早
期
実
施
さ
れ
る
と
い

う
報
道
が
な
さ
れ
た
。
政
府
関
係
者
は
、

「［
ア
イ
ヌ
］
新
法
の
制
定
に
向
け
て
『
差
別

を
恐
れ
て
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
を
周
り
に
打

ち
明
け
ら
れ
な
い
人
々
の
声
を
丹
念
に
拾
い

上
げ
な
が
ら
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
把
握
と
課
題

の
整
理
を
図
り
た
い
』」
と
発
言
し
た
（
北

海
道
新
聞
二
〇
一
六
年
十
一
月
九
日
）。
一

方
、
生
活
向
上
を
目
指
す
施
策
に
関
し
て
、

政
策
立
案
者
の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
、

「
個
人
給
付
に
は
ア
イ
ヌ
で
あ
る
こ
と
の
証

明
」
と
い
う
も
の
が
「
課
題
」
と
し
て
あ
る

こ
と
を
発
表
し
た
（
朝
日
新
聞
十
一
月
五

日
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
二
〇
〇
七
年
に

採
択
さ
れ
た
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る

国
際
連
合
宣
言
」
第
三
条
に
謳
わ
れ
て
い
る

先
住
民
族
の
「
自
己
決
定
の
権
利
」
と
ど
う

折
り
合
い
が
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。
ア
イ
ヌ
の

民
族
的
な
帰
属
性
の
境
界
、
ま
た
は
そ
れ
を

定
め
る
決
定
権
が
「
誰
」
に
あ
る
の
か
を
め

ぐ
る
本
研
究
の
現
代
性
は
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
あ
る
。

今
年
度
は
、
上
記
の
ル
ワ
レ
ン
准
教
授

（U
CSB

）
と
の
研
究
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

国
内
外
の
「
パ
ッ
シ
ン
グ
」
を
め
ぐ
る
テ
キ

ス
ト
分
析
を
継
続
的
に
行
な
っ
た
。
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